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	オンラインセミナー  ６月１０日(水) 開催
	プラスチックの難燃化技術の 基礎と実用ポイント
	　メカニズムから規制・代替材料・製品適用・リサイクルまで いま抑えるべきポイントを体系的に解説
	プラスチックの難燃化技術は様々な耐久製品の火災防止や人命を守る上で重要であり、さらに、難燃化したプラスチックの環境対策もますます重要となっています。このため、欧米を中心に、難燃剤の規制の強化や、一層安全で安定供給も可能な難燃剤への代替え化、さらに、サーキュラーエコノミーへの対応が進行しています。 本講座では、プラスチックの難燃化の基礎から最新動向や実際の適用ポイントまで理解することが可能です。具体的には、プラスチックの燃焼・難燃化のメカニズム、代表的な難燃剤（臭素系、リン系、その他）、市場と規制・代替え化の動向（臭素・リン系の規制やアンチモン・PTFEの代替え化）、各種プラスチック（ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリカーボネート、エポキシ樹脂など）での難燃化処方、難燃規格と評価方法、製品別（電子機器、自動車、建材）の適用動向について解説します。さらに、講師による実際の開発事例として、電子機器・部品用の難燃性プラスチック（シリコーン添加ポリカーボネート、自己消火性エポキシ樹脂、難燃性ポリ乳酸複合材など）の開発と製品適用のポイントを説明します。そして、サーキュラーエコノミーに対応するリサイクルの技術動向を解説し、最後に、今後の難燃化技術の動向と展望について述べます。 本講座は、耐久製品用のプラスチックの開発や利用に関わり、難燃化技術の基礎やポイントを学びたい方から実務でのエキスパートを目指す方までにお勧めできます。
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